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編集方針

改善の
ポイント

特集では、写真・イラストと
数字を大きく掲載し、取り組み
がひと目で分かるように構成
を工夫しました。
→15～26ページ

通行料金と高速道路機構の債
務返済との関係を図とグラフで
説明しました。
→4ページ

逆走対策を含めた交通安全の
取り組みについて、情報を充実
させました。
→29ページ

主な
ご意見

伝えたいことをもう少し簡単に
要約して伝えてほしい。

通行料金がどのように使われて
いるのか知りたい。

逆走事故のニュースをよく見る。
対策はどうなっているのか。

　NEXCO西日本グループでは、ステークホルダーの
皆さまに当社グループのCSRに対する考え方や取り組
みをわかりやすくお伝えするとともに、ご意見・ご期待を
把握するためのコミュニケーションツールとして、「コミュ
ニケーションレポート」を編集・発行しています。
　レポートは「全体版」と「要約版」の2つのメディアで
発行しており、詳細な取り組みを網羅的に報告する
「全体版」では、ウェブサイトに掲載することで、ステーク
ホルダーの皆さまが情報にアクセスしやすいように工夫
しています。また、重要な取り組みを冊子にコンパクト
にまとめた「要約版」では、ビジュアルを多用することで、
親しみやすく手に取りやすいレポートを目指しました。

レポートへの主なご意見と改善のポイント （「コミュニケーションレポート2015」読者アンケートより）

「コミュニケーションレポート2016」各メディアの情報内容

全体版
網羅的な情報をウェブサイトで開示

要約版
重要な情報を抜粋し、冊子として発行

要約版全体版

　「コミュニケーションレポート2016」では、まず
NEXCO西日本グループの基幹事業である高速道路事
業について、高速道路事業それ自体が、建設・維持管理
を含め、どのように計画・遂行されているか、また企業
としていかにコスト負担を下げながら効率の良い事業
計画を進めているかを、写真、イラスト等の画像情報を
効果的に使いながら、詳細にわかりやすくステークホル
ダーに伝える努力をしていることが評価できます。また
レポートの要約版と全体版（ウェブサイト版）とで、内容
の焦点の当て方や専門性のレベルを変えることで、媒体
によって伝え方を工夫しているのも良いと思います。

　新名神高速道路の事故で人命が失われたことや、また
取引における不祥事は大変残念なことではありますが、
トップのメッセージやコーポレート・ガバナンス体制の
詳細な説明は、企業としての再発防止へのコミットメント
が伝わる内容となっています。これは企業の社会的責任
としては当然ではありますが、道路事業というインフラ
に関わる事業を推進するうえで、社会的に大きな役割
と責任を担っているということが改めてクローズアップ
される内容となっていると思います。
　2016年度版ではレポートの初めでCSRに対する
考えを明確にし、ステークホルダーに対してどのような
コミットをしていくか、重点課題と具体的な取り組み
内容を一覧の形で示されている点も、昨年度版より改善
されていて良いと思います。
　課題としては、2016年度からの中期経営計画にも
触れられていますが、策定の背景を簡単に紹介するに
とどまらず、高速道路の大規模なリニューアルプロジェ
クト等との関連など、もう少し説明があった方が良い
かもしれないと思いました。今後もステークホルダーへの
効果的なコミュニケーションを目指していただければと
願います。

芝村 善治

取締役
常務執行役員

第三者意見をうけて

　今年度の第三者意見は、昨年度に引き続き、神戸
大学大学院経営学研究科教授の南知惠子様からいた
だきました。
　南様からは、要約版と全体版（ウェブサイト版）の
2つの媒体の使い分けを含め、当社グループの事業
を、より詳細によりわかりやすくステークホルダーに
伝えようと工夫している点、自社のCSRに対する考え
方を明確にしたうえで、CSRに関する重点課題と取り
組み状況を報告している点をご評価いただきました。
この場を借りまして厚く御礼申し上げます。

　また、新しくスタートした中期経営計画2020に
関しては、策定の背景と重点施策などの具体的な取り
組みとの関連性についてもう少し詳しい説明がほしい
というご指摘をいただきました。近年の重大な災害や
事故での教訓を踏まえ、安全・安心を最優先にする
ことをグループ理念として明確にし、事業を実施して
いるところですが、高速道路リニューアルプロジェクト
をはじめとする各施策が社会に与える影響は小さく
ありませんので、ご提言を踏まえ、レポートのさらなる
充実はもちろん、ウェブサイトでの情報発信も強化する
など、一つひとつの事業へのご理解をいただけるよう
積極的な広報に努めてまいります。
　新しい中期経営計画のもと、これまでと変わらず
ステークホルダーの皆さまとのコミュニケーションを
促進することで、地域の発展に貢献できるようグループ
一丸となって取り組んでまいります。

報告対象期間：
2015年4月1日～2016年3月31日（一部2016年4月1日
以降の内容も含みます）

発行時期：
2016年9月（前回：2015年7月、次回予定：2017年7月）

参考にしたガイドライン等：
● 環境省「環境報告ガイドライン（2012年版）」
● GRI（Global Reporting Initiative）「サステナビリティ・
リポーティング・ガイドライン第4版」（持続可能な社会の実
現に向けて、組織の目標と実績について報告するための 国
際的ガイドライン）

● （財）日本規格協会「ISO26000：2010」（企業を含むあらゆ
る種類の組織の社会的責任に関する包括的ガイダンス）
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ポイント

特集では、写真・イ
数字を大きく掲載し、
がひと目で分かるよ
を工夫しました。
→15～26ページ

主な
ご意見

伝えたいことをもう少
要約して伝えてほしい

ポートへの主なご意見と改善

体版
羅的な情報をウェブサイトで開示

第三者意見
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